
学校づくりアンケートの結果報告 

 

 

【回答数１９５世帯（約４９％）】 

＜令和５度の教育活動について＞ 

〇ご評価いただいた点 

・「①豊かな学びや体験」「⑤特別支援教育の推進」「⑥対応（情報発信等）」「⑦学校生活が楽しみ」「⑧

通わせていることに満足」の項目で、Ａ評価が５０％以上を占めるなど、肯定的意見を多くいただきま

した。特に「①豊かな学びや体験」について、コロナ禍が終了し、様々な体験活動や外部講師を呼んで

の授業等を行えたことが高い評価につながったと思います。また、昨年に引き続き「⑤特別支援教育の

推進」に高評価をいただいたことは、特別支援学級設置校としては、うれしい限りです。 

・「②心の育成」「③学力向上」について、Ａ評価・Ｂ評価を合わせて、９０％以上のご評価いただきま

した。今後もこれまでの取り組みを継続かつ充実させていきたいと考えています。 
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●ご意見をいただいた点 

・「④体力の向上」について、昨年に比べ A 評価・B 評価を合わせて、5％下がりました。学期に一回は

体育旬間を設定し取り組んできましたが、まだまだ体を動かすことへの意識を高めることが不十分で

すので、今後も運動に対する興味・関心を高めていく活動を行っていきます。 

・「⑦学校生活が楽しみ」は、高い評価を得てありがたい反面、１２％程度のご家庭がそう思っていない

現実を直視し、今後も引き続き、子供に寄り添う指導を行っていくことに加え、子供の意欲を引き出

す授業改善を進めるとともに、専門家など外部講師を活用した授業など魅力ある活動を続けていきま

す。 

・「⑨家庭学習の習慣」は、昨年度に比べ、改善しましたが、まだまだ十分とは言えません。家庭学習の

啓発と家庭との連携を図っていくとともに、中学校とも連携して「家庭学習重点週間」等の取組を更

に進めていきます。 

 

◇自由意見より 

・いつも子供が楽しみに学校に通える環境を整えてくださりありがとうございます。引き続き、子供た

ちが意欲をもって学校での活動に取り組める学校であるよう期待しております。 

・学校内で学べる場所が多く、有り難い限りです。また、図書室も、良書が多く、新刊購入にも、とて

も気を遣って頂いていると感じております。 

・ステップアップ教室は補習の機会がありとても良いです。家庭での親の働きかけで勉強させるのは限

界があると感じます。先生方には負担をかけてしまうかもしれませんが、夏休みや冬休みなど長いお休

み期間も数日補習クラスのようなものがあると良いです。 

 

＜令和６年度の教育活動について＞ 

・若草小学校が子供たちにとって「豊かな学びの場」であることを目指し、主体的に取り組む児童を育

成する。 

（１）「分かる、楽しい、学び合いのある授業」のある学校 

（２）多様で豊かな直接体験の機会がある学校 

（３）個性ある子供たちが共に安心して学ぶことができる環境のある学校 

（４）地域の教育力を学校に生かす体制のある学校 

 

・様々な分野の外部講師を招き、児童の豊かな直接体験を保障する。また、令和６年度は、「わかくさア

ートイヤー2024」として、年間を通して芸術に親しむ機会をつくる。 

・自尊感情、自己肯定感を高める教育活動を行うために、自他のよさを実感できるという視点で授業改

善を図る。 


